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梨
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一

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
一
号

民
生
委
員
の
定
数
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号
）
は
、
廃
止
し
、
平
成
十
五
年

三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
二
号

民
生
委
員
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生
委
員
協
議
会
を
組
織
す
る
区
域
（
平
成
十
二
年
山
梨

県
告
示
第
百
五
十
七
号
）
は
、
廃
止
し
、
平
成
十
五
年
三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
三
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
さ
れ
た
次
の
救
急
診
療
所
か
ら
同
項
の
申
出
の
撤
回
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

医
療
法
人
社
団
青
虎
会
カ
イ
虎
ノ
門
整
形

南
都
留
郡
河
口
湖
町
船
津
六
八
八
七
番
地

外
科
胃
腸
科
外
科

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
し
た
道
路
の
路
線
名
を

次
の
と
お
り
変
更
し
、
平
成
十
五
年
三
月
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

整
理

新
旧

道
路
の

路
　
　
　
　
　
線
　
　
　
　
　
名

備
　
　
　
　
　
　
　
考

番
号

の
別

種
類

旧

県
道

高
瀬
富
沢
線

７

新

県
道

高
瀬
福
士
線

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
三
七

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

三
月
十
三
日

第
千
三
百
六
十
五
号

木　曜　日



旧

県
道

大
向
富
沢
線

９

新

県
道

大
向
福
士
線

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
藤
垈
石
和
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
八
代
町
大
字
南
字
堀
之
内
八
七
九
番
の

旧

六
・
二
〜

一
八
〇
・
〇

七
地
先
か
ら

一
一
・
〇

東
八
代
郡
八
代
町
大
字
南
字
侭
之
下
一
〇
四
九
番

の
一
地
先
ま
で

新

一
二
・
三
〜

一
八
〇
・
〇

二
一
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
中
道
塩
山
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
八
代
町
大
字
南
字
養
老
子
八
四
五
番
の

旧

八
・
〇
〜

一
五
三
・
〇

三
地
先
か
ら

二
五
・
〇

東
八
代
郡
八
代
町
大
字
南
字
堀
之
内
八
七
九
番
の

七
地
先
ま
で

新

一
〇
・
三
〜

一
五
三
・
〇

二
五
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
藤
垈
石
和
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
石
和
町
大
字
四
日
市
場
字
長
塚
南
割
一

旧

三
・
五
〜

一
三
〇
・
〇

〇
九
〇
番
の
一
地
先
か
ら

六
・
三

東
八
代
郡
石
和
町
大
字
四
日
市
場
字
長
塚
北
割
一

一
九
一
番
の
三
地
先
ま
で

新

一
〇
・
〇
〜

一
三
〇
・
〇

四
六
・
五

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
白
井
河
原
八
田
線

三
　
道
路
の
区
域

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
三
八



区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
石
和
町
大
字
四
日
市
場
字
紙
屋
町
一
六

旧

八
・
六
〜

八
四
四
・
〇

五
九
番
の
一
地
先
か
ら

一
二
・
五

東
八
代
郡
石
和
町
大
字
市
部
字
西
町
一
一
五
二
番

地
先
ま
で

新

一
〇
・
二
〜

八
四
四
・
〇

三
六
・
〇

山
梨
県
告
示
第
百
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

梁
川
猿
橋
線

大
月
市
猿
橋
町
大
字
藤
崎
字
棚
部
一
　
一
〇
五
・
〇

平
成
十
五
年

五
二
〇
番
の
二
地
先
か
ら

三
月
十
三
日

大
月
市
猿
橋
町
大
字
藤
崎
字
棚
部
一

〇
五
〇
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

棡
原
藤
野
線

北
都
留
郡
上
野
原
町
大
字
棡
原
字
下

三
三
・
〇

平
成
十
五
年

椿
六
四
四
二
番
の
二
地
先
か
ら

三
月
十
三
日

北
都
留
郡
上
野
原
町
大
字
棡
原
字
下

椿
六
四
四
〇
番
の
四
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

梁
川
猿
橋
線

大
月
市
猿
橋
町
大
字
小
篠
字
錦
田
五

五
六
・
〇

平
成
十
五
年

九
二
番
地
先
か
ら

三
月
十
三
日

大
月
市
猿
橋
町
大
字
小
篠
字
錦
田
五

九
五
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
施
行
者
の
名
称

甲
西
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

峡
中
都
市
計
画
道
路
事
業
　
三
・
五
・
十
号
荊
沢
芦
原
線

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
五
年
七
月
八
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
三
九



四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

変
更
な
し

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
施
行
者
の
名
称

櫛
形
町

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

峡
西
都
市
計
画
下
水
道
事
業
櫛
形
町
公
共
下
水
道

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
元
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分

平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
三
号
の
事
業
地
に
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
大
字
山
寺
字
辻
地
内
の

全
部
と
大
字
桃
園
字
高
尾
畑
、
大
字
山
寺
字
寺
前
、
字
山
際
及
び
字
入
田
、
大
字
平
岡
字
東
原
、

字
長
田
、
字
新
居
田
、
字
六
科
山
及
び
字
日
向
地
内
の
各
一
部
を
加
え
、
大
字
桃
園
字
東
原
、
大

字
小
笠
原
字
柿
平
及
び
字
八
田
畑
、
大
字
山
寺
字
久
保
、
字
野
田
、
字
若
宮
及
び
字
前
畑
地
内
の

各
一
部
を
全
部
に
変
更
し
、
大
字
桃
園
字
西
條
、
字
宮
原
、
字
東
畑
、
字
尾
尻
、
字
大
新
井
、
字

寺
畑
、
字
八
反
畑
及
び
字
西
原
、
大
字
小
笠
原
字
枇
杷
及
び
字
藤
塚
、
大
字
山
寺
字
坂
下
、
字
伊

勢
前
及
び
字
日
蔭
田
地
内
の
各
一
部
を
変
更
す
る
。

２
　
使
用
の
部
分

な
し

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
四
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
代
理
金
融
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

名
　
　
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

取
扱
店
舗

取
扱
事
務
の
範
囲
指
　
定
　
年
　
月
　
日

株
式
会
社
り
そ

大
阪
府
大
阪
市
中

歳
入
金
及
び
れ
い

な
銀
行

央
区
備
後
町
二
丁

甲
府
支
店

入
金

平
成
十
五
年
三
月
一
日

目
二
番
一
号

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
五
号

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

「

東
京
都
千
代
田
区

表
中
　
　
あ
さ
ひ
銀
行
　
大
手
町
一
丁
目
一
　
甲
府
支
店
　
　
を
削
り
、「
県
税
及
び
こ
れ
に
伴
う

番
二
号

」

税
外
収
入
並
び
に
県
営
住
宅
使
用
料
」
を
「
歳
入
金
及
び
れ
い
入
金
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
六
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
第
百
六
十
七
条

の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
、
製
造
の
請

負
そ
の
他
の
契
約
（
建
設
工
事
の
請
負
並
び
に
建
設
工
事
に
係
る
測
量
、
調
査
、
設
計
及
び
監
理
の
委

託
並
び
に
土
木
施
設
（
道
路
、
河
川
、
公
園
、
下
水
道
施
設
そ
の
他
別
に
定
め
る
施
設
を
い
う
。）
の

維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
の
契
約
を
除
く
。）
に
係
る
競
争
入
札
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
一
般
競
争
入
札
」
と
い
う
。）
に
参
加
す
る

者
に
必
要
な
資
格
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
、
競
争
入
札

の
参
加
資
格
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
資
格
審
査
」
と
い
う
。）
を
受
け
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
〇



１
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者

２
　
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
競
争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
者

３
　
営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
な
い

者
４
　
資
格
審
査
の
申
請
を
行
う
日
の
属
す
る
月
の
初
日
に
お
い
て
、
引
き
続
き
二
年
以
上
営
業
を
営

ん
で
い
な
い
者

二
　
資
格
審
査
の
申
請
の
方
法

１
　
資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。）
は
、
物
品
等
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
　

を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a

営
業
経
歴
書
（
第
二
号
様
式
）

s

商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

d

身
分
証
明
書
（
個
人
の
場
合
）

f

印
鑑
証
明
書

g

財
務
諸
表
（
法
人
に
あ
っ
て
は
申
請
書
提
出
日
の
直
前
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、

個
人
に
あ
っ
て
は
申
請
書
提
出
日
の
直
前
に
提
出
し
た
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し
）

h

納
税
証
明
書
（
申
請
書
提
出
日
直
前
の
県
税
及
び
消
費
税
に
係
る
も
の
）

j

契
約
に
関
し
、
営
業
所
等
に
権
限
が
委
任
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
委
任
状

k

営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
を
証
す
る
書
面

l

誓
約
書
（
第
三
号
様
式
）

２
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
山
梨
県
出
納
局
管
理
課
（
郵
便
番
号
四
〇
〇
│
八
五
〇
一
）
山
梨

県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
（
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
三
九
五
）
に
あ
ら
か
じ
め
連

絡
の
上
持
参
す
る
こ
と
。

３
　
申
請
書
及
び
添
付
書
類
は
、
日
本
語
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
資
格
の
有
効
期
間

資
格
の
有
効
期
間
は
、
資
格
を
認
定
し
た
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

四
　
変
更
等
の
届
出

申
請
書
の
提
出
後
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
営
業
を
休
止
し
、
若
し
く

は
廃
止
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
商
号
又
は
名
称

２
　
代
表
者
又
は
代
理
人

３
　
所
在
地
又
は
住
所

４
　
印
鑑

５
　
そ
の
他
営
業
に
関
し
重
要
な
事
項

五
　
資
格
の
取
消
し

知
事
は
、
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
資
格

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
一
の
１
か
ら
４
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
。

２
　
申
請
書
又
は
そ
の
添
付
書
類
に
故
意
に
虚
偽
の
記
載
を
し
た
と
き
。

六
　
資
格
の
有
効
期
間
の
更
新
手
続

県
に
お
い
て
一
般
競
争
入
札
が
見
込
ま
れ
る
年
度
に
一
般
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資

格
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
の
で
、
当
該
公
示
に
基
づ
き
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
二

第１号様式



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
三

第２号様式



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
五

第３号様式



公
　
　
　
告

'

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
を
基
準
面
積
以
下
と
す
る
旨
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

１
　
氏
名
又
は
名
称
　
株
式
会
社
日
向
　
代
表
取
締
役
　
深
谷
道
廣

２
　
住
所
　
塩
山
市
上
於
曽
千
百
二
十
一
番
地

二
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

１
　
名
称
　
ひ
う
が
　
都
留
店

２
　
所
在
地
　
都
留
市
つ
る
一
丁
目
千
四
百
四
十
五
│
一
番

三
　
届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
二
月
二
十
四
日

'

基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
五
年

二
月
二
十
六
日
付
け
で
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
作
業
種
類
　
基
本
測
量
（
機
動
連
続
観
測
測
量
）

二
　
作
業
期
間
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
作
業
地
域
　
富
士
吉
田
市
、
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
及
び
南
都
留
郡
鳴
沢
村

'

甲
府
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を

変
更
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
変
更
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。
な
お
、
当
該
都
市
計
画

の
変
更
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
日
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
都
市
計
画
の
種
類

甲
府
都
市
計
画
道
路

（
三
・
四
・
二
八
号
　
竜
王
駅
前
線
）

二
　
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
　
　
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
都
市
整
備
課

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
二
六
一
〇
　
　
竜
王
町
役
場
都
市
整
備
課

中
巨
摩
郡
敷
島
町
島
上
条
一
二
四
八
　
敷
島
町
役
場
建
設
整
備
課

四
　
縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
富
士

見
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

横
内
　
斉

東
八
代
郡
石
和
町
砂
原
一
二
五
番
地

平
成
十
四
年
十
二
月
一
日

同

荻
野
　
強

同
　
　
　
　
　
　
唐
柏
九
一
番
地

同

同

山
田
　
武
徳

同
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七
番
地

同

同

梶
田
　
猛
夫

同
　
　
　
　
　
　
東
高
橋
三
四
五
番
地

同

同

望
月
　
良
友

同
　
　
　
　
　
　
今
井
五
七
番
地

同

同

斉
藤
　
伝

同
　
　
　
　
　
　
河
内
一
〇
一
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
六



同

初
鹿
　
恒
仁

同
　
　
　
　
　
　
小
石
和
三
〇
番
地
一

同

同

斉
藤
　
由
幸

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
番
地

同

同

雨
宮
　
邦
雄

同
　
　
　
　
　
　
砂
原
一
二
九
番
地

同

同

荻
野
　
正
直

同
　
　
　
　
　
　
井
戸
三
三
九
番
地

同

同

志
村
　
勢
喜

同
　
　
　
　
　
　
東
油
川
一
七
二
番
地

同

監
　
事

水
谷
　
公
雄

同
　
　
　
　
　
　
小
石
和
三
六
三
番
地

同

同

斉
藤
　
正
司

同
　
　
　
　
　
　
河
内
六
七
番
地

同

同

藤
田
　
孝
一

同
　
　
　
　
　
　
井
戸
四
二
〇
番
地

同

二
　
就
　
任

理
　
事

横
内
　
斉

東
八
代
郡
石
和
町
砂
原
一
二
五
番
地

平
成
十
四
年
十
二
月
二
日

同

芦
沢
　
司
郎

同
　
　
　
　
　
　
唐
柏
一
七
一
番
地

同

同

鈴
木
　
光
興

同
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
四
番
地

同

同

土
橋
　
富
雄

同
　
　
　
　
　
　
東
高
橋
三
六
〇
番
地

同

同

初
鹿
　
恒
仁

同
　
　
　
　
　
　
小
石
和
三
〇
番
地
一

同

同

小
沢
　
正
次

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
〇
番
地

同

同

荻
野
　
和
之

同
　
　
　
　
　
　
井
戸
三
四
五
番
地

同

同

野
村
　
利
雄

同
　
　
　
　
　
　
東
油
川
一
四
〇
番
地

同

監
　
事

大
竹
　
洋
一

同
　
　
　
　
　
　
今
井
六
〇
番
地

同

同
　
　

斉
藤
　
正
司

同
　
　
　
　
　
　
河
内
六
七
番
地

同

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
六
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

別
表
第
六
中

「
四
三
六

町
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上

北
進
す

終
日

上
野
原
平
成
一
四
年
一
〇

野
原
三
、
一
六
三
番
地

る
車
両

月
一
〇
日

の
一
先
（
町
立
病
院
駐

告
示
第
五
七
号

車
場
西
側
）

」

を「
四
三
六

町
道

北
都
留
郡
上
野
原
町
上

北
進
す

終
日

上
野
原
平
成
一
四
年
一
〇

野
原
三
、
一
六
三
番
地

る
車
両

月
一
〇
日

の
一
先
（
町
立
病
院
駐

告
示
第
五
七
号

車
場
西
側
）

四
三
七

市
道
池

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一

北
進
す

七
時
か

甲
府

平
成
一
五
年
三
月

添
梅
ヶ

二
番
一
九
号
先
（
中
村

る
車
両

ら
二
四

一
三
日

坪
線

誠
方
東
側
）

時
ま
で

告
示
第
一
六
号

四
三
八

国
道
四

甲
府
市
城
東
三
丁
目
四

東
進
す

七
時
か

甲
府

平
成
一
五
年
三
月

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
七



一
一
号

番
一
一
号
先
（
山
下
和

る
車
両

ら
二
四

一
三
日

也
方
南
側
）

時
ま
で

告
示
第
一
六
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「
三
、
三
五
四

県
　
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
四
二
七

二

南
甲
六
二
・
三
・
一
二

敷
島
田

番
地
先
（
県
営
玉
川
団
地
入
口
交
差

府

一
一
号

富
線

点
）

」

を「
三
、
三
五
四

県
道
敷

中
巨
摩
郡
昭
和
町
築
地
新
居
四
二
七

四

南
甲
平
成
一
五
年
三
月

島
田
富

番
地
先
（
県
営
玉
川
団
地
入
口
交
差

府

一
三
日

線

点
）

告
示
第
一
六
号

」

に
、

「
四
、
九
五
六

町
道
テ

北
都
留
郡
上
野
原
町
八
ツ
沢
二
、
一

一

上
野
平
成
一
五
年
一
月

ク
ノ
パ

九
三
番
地
の
一
先
（
町
道
テ
ク
ノ
パ

原

二
〇
日

ー
ク
一

ー
ク
一
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

告
示
第
三
号

号
線

」

を「
四
、
九
五
六

町
道
テ

北
都
留
郡
上
野
原
町
八
ツ
沢
二
、
一

一

上
野
平
成
一
五
年
一
月

ク
ノ
パ

九
三
番
地
の
一
先
（
町
道
テ
ク
ノ
パ

原

二
〇
日

ー
ク
一

ー
ク
一
号
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

告
示
第
三
号

号
線

四
、
九
五
七

国
道
四

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
一
九
号

一

甲
府
平
成
一
五
年
三
月

一
一
号

先
（
中
村
誠
方
東
側
交
差
点
）

一
三
日

告
示
第
一
六
号

四
、
九
五
八

市
道

甲
府
市
上
町
七
五
三
番
地
の
一
先
（

一

南
甲
平
成
一
五
年
三
月

甲
府
城
南
病
院
東
側
）

府

一
三
日

告
示
第
一
六
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
二
六
九

市
　
道

甲
府
市
城
東
四
丁
目

一
、
〇
〇
〇

車
　
両

五
〇

甲
府
平
一
一
・

池
添
梅

四
番
一
号
先
（
㈱
秋

（
原
付

南
甲
一
二
・
二

ヶ
坪
線

山
製
作
所
東
側
交
差

、
け
ん

府

〇

朝
気
三

点
）
か
ら
甲
府
市
朝

引
①
②

告
示

丁
目
一

気
三
丁
目
一
四
番
一

③
を
除

第
五
〇
号

号
線

〇
号
先
（
㈱
エ
フ
ァ

く
。）

東
五
条

ー
ル
西
側
交
差
点
）

通
り
線

ま
で
の
両
側

」

を「
二
六
九

市
道
池

甲
府
市
城
東
三
丁
目

一
、
二
〇
五

車
両
（

五
〇

甲
府
平
成
一
五

添
梅
ヶ

一
二
番
一
九
号
先
（

原
付
・

南
甲
年
三
月
一

坪
線

中
村
誠
方
東
側
交
差

け
ん
引

府

三
日

市
道
朝

点
）
か
ら
甲
府
市
朝

①
②
③

告
示
第
一

気
三
丁

気
三
丁
目
一
四
番
一

を
除
く

六
号

目
一
号

〇
号
先
（
㈲
鈴
峯
山

。）

線

梨
営
業
所
西
側
交
差

市
道
東

点
）
ま
で
の
両
側

五
条
通

り
線

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「
一
〇
、
六
〇
三

町
道
テ

北
都
留
郡
上
野
原
町
八
ツ
沢
二
、
一

上
野
原
平
成
一
五
年
一
月

ク
ノ
パ

九
三
番
地
の
一
一
〇
先
（
町
道
テ
ク

二
〇
日

ー
ク
五

ノ
パ
ー
ク
四
│
二
号
線
と
の
交
差
点

告
示
第
三
号

号
線

北
側
・
南
進
車
両
）

」

を「
一
〇
、
六
〇
三

町
道
テ

北
都
留
郡
上
野
原
町
八
ツ
沢
二
、
一

上
野
原
平
成
一
五
年
一
月

ク
ノ
パ

九
三
番
地
の
一
一
〇
先
（
町
道
テ
ク

二
〇
日

ー
ク
五

ノ
パ
ー
ク
四
│
二
号
線
と
の
交
差
点

告
示
第
三
号

号
線

北
側
・
南
進
車
両
）

一
〇
、
六
〇
四

市
道
池

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
一
九
号

甲
府

平
成
一
五
年
三
月

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
八



添
梅
ヶ

先
（
中
村
誠
方
東
側
・
北
進
車
両
）

一
三
日

坪
線

告
示
第
一
六
号

一
〇
、
六
〇
五

市
道

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
一
〇
号

甲
府

平
成
一
五
年
三
月

先
（
中
村
衛
方
南
側
・
東
進
車
両
）

一
三
日

告
示
第
一
六
号

一
〇
、
六
〇
六

市
道

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
八
号
先

甲
府

平
成
一
五
年
三
月

（
吾
妻
直
記
方
南
側
・
西
進
車
両
）

一
三
日

告
示
第
一
六
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「

四
一
四

市
　
道

甲
府
市
城
東
四
丁

二
二
〇

車
両

終
日

甲
府
五
〇
・
一

池
添
梅

目
一
六
番
一
〇
号

一
・
一
五

ケ
坪
線

先
（
内
藤
福
造
方

三
九
号

）
か
ら
甲
府
市
城

東
四
丁
目
三
番
先

（
明
電
舎
）
ま
で

の
両
側

」

を「
四
一
四

市
道
池

甲
府
市
城
東
三
丁

九
六
五

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
五

添
梅
ヶ

目
一
二
番
一
九
号

南
甲
年
三
月
一

坪
線

先
（
中
村
誠
方
東

府

三
日

側
交
差
点
）
か
ら

告
示
第
一

甲
府
市
朝
気
三
丁

六
号

目
四
番
一
六
号
先

（
東
小
学
校
西
交

差
点
）
ま
で
の
両

側

」

に
、

「
九
〇
二

市
　
道

甲
府
市
朝
気
一
丁

五
五
〇

車
両

終
日

南
甲
六
〇
・
四

善
光
寺

目
三
九
〇
番
地
の

府

・
一
五

敷
島
線

四
先
（
厚
生
年
金

一
六
号

会
館
）
か
ら
甲
府

市
朝
気
一
丁
目
九

番
六
号
先
（
辻
雅

治
方
）
ま
で
の
両

側
）

」

を「
九
〇
二

削
除

南
甲
平
成
一
五

府

年
三
月
一

三
日

告
示
第
一

六
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「
八
一

市
　
道

甲
府
市
城
東
四
丁
目
四
番
一
号
先
（
㈱

南
甲
府
平
一
一
・
一
二
・
二
〇

池
添
梅

秋
山
製
作
所
東
側
交
差
点
）
か
ら
甲
府

告
示

ケ
坪
線

市
朝
気
三
丁
目
一
四
番
一
〇
号
先
（
㈱

第
五
〇
号

朝
気
三

エ
フ
ァ
ー
ル
西
側
交
差
点
）
ま
で
の
両

丁
目
一

側
歩
道
（
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

号
線

五
条
通

り
線

」

を「
八
一

市
道
池

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
一
九
号
先

甲
府

平
成
一
五
年
三
月
一
三

添
梅
ヶ

（
中
村
誠
方
東
側
交
差
点
）
か
ら
甲
府

南
甲
府
日

坪
線

市
朝
気
三
丁
目
一
四
番
一
〇
号
先
（
㈲

告
示
第
一
六
号

市
道
朝

鈴
峯
山
梨
営
業
所
西
側
交
差
点
）
ま
で

気
三
丁

の
両
側
歩
道
（
一
、
二
〇
五
メ
ー
ト
ル

目
一
号

）

線市
道
東

五
条
通

り
線

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
三
中

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
四
九



「
一
〇
五

市
道
琢
美

甲
府
市
城
東
四
丁
目
三
番
一
七
号
先（

三
平
成
一
四
年
八
月
一
日

酒
折
線

城
東
四
丁
目
）
交
差
点

告
示
第
四
一
号

」

を「
一
〇
五

市
道
琢
美

甲
府
市
城
東
四
丁
目
三
番
一
七
号
先（

三
平
成
一
四
年
八
月
一
日

酒
折
線

城
東
四
丁
目
）
交
差
点

告
示
第
四
一
号

一
〇
六

国
道
四
一

甲
府
市
城
東
三
丁
目
一
二
番
一
九
号
先

一
平
成
一
五
年
三
月
一
三
日

一
号

（
中
村
誠
方
東
側
交
差
点
）

告
示
第
一
六
号

」

に
改
め
る
。

'

遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
八
年
三
月
十
二
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
　
　
●
　
　
信
　
　
一

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ギ
ン
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ワ
イ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
五
一

締
役
　
新
井
悠
司

機

ド
ミ
ル
キ

ニ
ュ
ー
ギ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
町

規
則
第
六
条
第

ー
Ｍ
Ａ

ン

三
丁
目
五
六
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ギ
ン
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ゴ
ジ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
四
六

締
役
　
新
井
悠
司

機

ラ
Ｍ
Ａ

ニ
ュ
ー
ギ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
町

規
則
第
六
条
第

ン

三
丁
目
五
六
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

山
佐
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

ウ
ミ
イ
チ

山
佐
株
式

二
四
〇
九
九
四

佐
野
慎
一

規
則
第
六
条
第

バ
ン
Ｒ

会
社

岡
山
県
新
見
市
高
尾
三
六
二
番
地

二
号
（
別
表
第

の
一

五
）

株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ア
　
代
表
取

回
胴
式
遊
技
機

ジ
ェ
ロ
ニ

株
式
会
社

二
四
〇
九
二
八

締
役
　
石
原
昌
幸

規
則
第
六
条
第

モ
ン

オ
リ
ン
ピ

東
京
都
台
東
区
東
上
野
二
丁
目
一

二
号
（
別
表
第

ア

一
番
七
号

五
）

株
式
会
社
竹
屋
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
キ
ャ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
〇
九

竹
内
正
博

機

ッ
ツ
２

竹
屋

愛
知
県
春
日
井
市
美
濃
町
二
丁
目

規
則
第
六
条
第

九
八
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
竹
屋
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
キ
ャ

株
式
会
社

二
〇
〇
九
八
〇

竹
内
正
博

機

ッ
ツ
Ｓ

竹
屋

愛
知
県
春
日
井
市
美
濃
町
二
丁
目

規
則
第
六
条
第

九
八
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

ア
ル
ゼ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

ウ
シ
ワ
カ

ア
ル
ゼ
株

二
四
〇
九
八
四

岡
田
和
生

規
則
第
六
条
第

ト
ベ
ン
ケ

式
会
社

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
一
番

二
号
（
別
表
第

イ

地
二
五

五
）

株
式
会
社
メ
ー
シ
ー
販
売
　
代
表

回
胴
式
遊
技
機

オ
オ
バ
ク

株
式
会
社

二
四
〇
九
六
一

取
締
役
　
別
所
直
鋼

規
則
第
六
条
第

ダ
ン
２

メ
ー
シ
ー

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
五
〇



沖
縄
県
宜
野
湾
市
真
志
喜
二
丁
目

二
号
（
別
表
第

販
売

一
三
番
一
〇
号

五
）

株
式
会
社
三
共
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
五
二

毒
島
秀
行

機

ー
バ
ー
ザ

三
共

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六
丁
目
四

規
則
第
六
条
第

キ
ン
グ
Ｒ

六
〇
番
地

一
号
イ
（
別
表

Ｘ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
〇
八

役
　
寳
田
久
治

機

ー
バ
ー
神

ダ
イ
ド
ー

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
九

規
則
第
六
条
第

聖
紀
Ｒ
Ｘ

番
一
〇
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

三
〇
〇
〇
一
五

役
　
寳
田
久
治

機

ー
バ
ー
神

ダ
イ
ド
ー

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
九

規
則
第
六
条
第

聖
紀
Ｊ
Ｘ

番
一
〇
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

二
〇
一
〇
一
二

役
　
寳
田
久
治

機

ー
バ
ー
神

ダ
イ
ド
ー

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
九

規
則
第
六
条
第

聖
紀
Ｓ
Ｘ

番
一
〇
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

ア
イ
ジ
ー
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式

回
胴
式
遊
技
機

グ
ラ
ッ
チ

ア
イ
ジ
ー

二
四
〇
八
四
九

会
社
　
代
表
取
締
役
　
ス
コ
ッ
ト

規
則
第
六
条
第

ェ

テ
ィ
ー
ジ

・
ウ
ィ
ン
ゼ
ラ
ー

二
号
（
別
表
第

ャ
パ
ン
株

東
京
都
台
東
区
松
が
谷
一
丁
目
三

五
）

式
会
社

番
五
号

株
式
会
社
ネ
ッ
ト
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

シ
ョ
ウ
キ

株
式
会
社

二
四
〇
九
九
七

国
本
幸
司

規
則
第
六
条
第

ン
ク
ビ

ネ
ッ
ト

大
阪
府
堺
市
旭
ヶ
丘
北
町
一
丁
四

二
号
（
別
表
第

番
五
号

五
）

株
式
会
社
ネ
ッ
ト
　
代
表
取
締
役

回
胴
式
遊
技
機

チ
バ
リ
ヨ

株
式
会
社

二
四
一
〇
〇
九

国
本
幸
司

規
則
第
六
条
第

オ
キ
ナ
ワ

ネ
ッ
ト

大
阪
府
堺
市
旭
ヶ
丘
北
町
一
丁
四

二
号
（
別
表
第

│
３
０

番
五
号

五
）

そ
　
の
　
他

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程
第
一
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者

山
梨
県
商
工
労
働
観
光
部
長
　
　
小
　
　
林
　
　
　
　
　
昭

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
六
年
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
ま
た
、
科
目
等
履
修
生
に
は
科
目
ご
と
の
履
修
済
証
明
書
を
交
付
す
る
。」

を
削
る
。

第
二
十
七
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
校
長
は
、
科
目
等
履
修
生
に
対
し
、
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
五
一



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
十
三
日

一
五
二


